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館舎完成，1949 年 11 月にサービス再開した。新館
建築のため，1955 年 2 月には有栖川養正館に移転。
1957年10月に新館が開館した。1961年増改築がな
され，2009年3月の閉館まで都立図書館としてサー






































都立日比谷図書館の状況は，『ひびや』1958 年 1 月



























図1 日比谷図書館 一般図書室案内図 






















































































































を挙げている 33)。さらに，『教育じほう』1960 年 3
月号には「勤労青少年の教育」の特集記事が組まれ
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京都職員名簿 昭和 35 年度版』52)を参照すると，菊
池は労働局の総務部長 53)となっているが，『東京都
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その後，『ひびや』1963 年 5 月号に木村が執筆し
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